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課題シート
2017-S4-T1-3
駅での出来事
シート1
社会人4年目のA美さんは、夏のある朝、駅員室にお世話になる経験をしました。通勤中、電車を降りようとし
て立った後に血の気が引く感じがしたのですが、駅にしゃがみ込んでいたところを、駅員さんに誘導されて駅
員室で休ませてもらったのです。ホームにどうやって降りたかは、記憶が定かではありませんが、他の乗客の
話では声をかられたららすぐ返事をしたとのことです。連絡を受けた会社の同僚が来たときには気分は良く
なってきていました。それでも同僚が心配したので、そのまま近くの病院を受診しました。
課題シート
2017-S4-T1-3
駅での出来事
シート2
担当の医師に、受診に至った経過やいつもと違ったことはなかったかを訊かれました。A美さんは、前の晩、
会社の納涼会があり帰宅が遅かったせいか、今朝寝坊をしてしまいました。仕事に遅刻しそうになったため、
朝食もとらずに家を出ました。駅まで速足で歩き、いつもの電車にぎりぎり間に合い、運よく空いていた席に
座りました。20分程して汗はひいて気がしましたがお腹の調子が悪くなってきました。降りる駅に到着したの
で、立ってドアに向かって数歩進んだところで血の気が引く感じがして眼の前が暗くなりました。声をかけら
れて我に返ると、自分がホームにしゃがみ込んでいるのに気付きました。Ａ美さんは、慌てて立ち上がろうと
しましたが、動悸や頭がボーっとして、立っていられません。駅員さんが車椅子で駅員室に連れて行ってく
れ、横になったら楽になりました。これまでに立ちくらみの経験はありますが、ここまでひどかったことはあ
りません。先生は血圧を計りながら、「いつもより血圧が下がったせいかもしれませんね。」と言われまし
た。
課題シート
2017-S4-T1-3
駅での出来事
シート3
血圧は座って測って88/60mmHgとのことでした。会社の健診では、血圧は110/70mmHgくらいだったと説明しま
した。これまでにこういうことはあったか、何か飲んでいる薬はあるかなど、いくつか質問された後、ひと通
りの診察を受けましたが、口の中が乾いていること、皮膚に張りがないこと以外は、診察上、異常はみられな
いとのことです。ただ、少し脈が速いのでそこで心電図をとりました。
課題シート
2017-S4-T1-3
駅での出来事
シート4
心電図は心拍数が96/分とやや速い以外は異常なし、との判定です。
血液検査と心臓エコー検査も受けました。
血液検査結果を見て、先生は「やはり脱水気味だね。」と言いました。
課題シート
2017-S4-T1-3
駅での出来事
シート5
「心臓エコー検査では心臓の動きは正常で、問題ありません。これまでの症状は、昨日からの生活態度にも原
因があるようです。」と先生に説明を受けました。まず、誘因となるようなことは避けて様子をみることにな
りました。それでも同じようなことが起こるようであれば薬の効果をみることも必要になるかもしれない、と
いわれました。A美さんは、できるだけ薬は飲みたくありません。そこで、日常生活で何に注意すればよいか
先生にアドバイスをお願いしました。
